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１．本装置の設置、施工は、この【取扱説明書】に従って正しく御使用ください。

２．この【取扱説明書】で、おわかりにくい事がありましたら必ず弊社へお尋ね下さい。

３．本装置の機器を改造して使用した場合、又この【取扱説明書】と異なる取扱い

や、施工をされた場合の災害、事故等による責任は負いかねますので御了承

下さい。
4．本装置を設置或いは設置換えされた場合は、装置使用開始前に必ず『列車を通過』

させ正常な動作確認をしてから、御使用下さい。

尚この装置だけに依存することなく保安要員の補助的な装置として使用下さい。

保安器としてお使い頂くための注意事項

取扱いにご注意ください
￮本機を落としたり、ぶつけたりすると、壊れたりすることがあるので、充分注意して、

取扱い下さい。

振動や衝撃にご注意ください
￮本機は精密機器です。衝撃や振動の加わる場所での保管や使用は避けて下さい。

￮持ち運ぶときには、必ず電源を切りにして、できるだけ慎重に取り扱って下さい。
￮本機の上に重い物を置いた状態で、保管したり使用しないで下さい。

解体しないでください
￮本機は解体しないで下さい、解体した状態で保管や使用すると、故障や感電などの

原因になることがあります。

異物がはいらないようご注意ください
￮本機の内部に水などの液体や金属類が入ると、故障や発熱の原因となり大変危険￮本機の内部に水などの液体や金属類が入ると、故障や発熱の原因となり大変危険

です。機械の中に異物が入らないようにご注意ください。また、本機を薬品に触れる

ような場所で、 保管や使用することは避けて下さい。

温度・湿度・直射日光にご注意ください
￮本機を直射日光の当たる場所や発熱する器具の近くの場所、極端に湿度の高い

場所、ほこりの多い場所で、保管や使用することはさけて下さい。

ラジオやテレビを近づけないでください
￮本機をラジオやテレビなどのすぐそばで使用したり、ラジオやテレビと同じコンセント

を使用したりすると、ラジオやテレビに雑音が入ることがあります。又強い磁界を発生

するような装置の近くで使用すると、本機に雑音が入り、正常に動作しなくなることが

あります。このような場合は、本機をラジオやテレビなどから離し、別のコンセントをご

使用ください。
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３）取付順序（第１１図、第１２図）
（１）検知器を軌間外に取付けるため取付部のレール下部を検知器取付に操作が容易なよ

うに十分掘削しておきます。
（２）検知部は手前に引き戻しておき➀ で仮締めしておきます。
（３）シーソーバーをレールと平行にし、本体シャフトを➁ のナットで軽く締めておきます。
（４）➂ ➃ は十分緩めてレールに取付易いようにしておきます。
（５）フックボルトをレール下部に差し入れ➂ で仮締めします。（※部を密着させる）
（６）➃ でレール底部斜面を仮締めします。（シーソーバーが邪魔な場合は➁ のナットを緩め

手前側へずらせておけば、容易に締め付けできます。
（７）➂ ➃ を交互に本締めしてレール取付金具をしっかりと固定させます。
（８）➁ を緩めて取付高さをレール頭頂面にスパナをあて下から覗き込んで２㎜位、下げて

➁ のナットで仮締めします。（本体シャフトが緩まない時にはナットを緩めナット部分を➁ のナットで仮締めします。（本体シャフトが緩まない時にはナットを緩めナット部分を
スパナで軽くたたいて下さい。

（９）➀ を緩めて検知部を押し出し、レール頭側面より１㎜位離し、検知部の頭部を押してダ
ブルバネで上下させ側面にせらない様にし、良ければ➀ ➁ を本締めします。 ４）ｃ参照

(10) 再度検知部の上下を確認します。
４）取付上の注意

a．検知器はレールに取付ける前に電源を入れると脱落センサーが働いて警報がでます
ので、レールに取付てから電源を入れて下さい。

ｂ．線路がカーブしている時には、外軌側（レールの高い方）へ取付けて下さい。
ｃ．レール頭頂面への検知部の接触が強すぎるとシーソーバーの上下動が悪くなります。

（０．１～０．５㎜の薄い板をレール頭側面と検知部側面の間に挟んで取付後この薄い
板を抜き取ると容易にできますが、馴れると手加減のみで調整できます。）

ｄ．レール変更時、本体シャフトが緩まない時にはナットを軸固定ボルトの右側いっぱいま
で緩めて、ナット部分をスパナで軽くたたくと本体シャフトが容易に下がります。

e．取付期間が長期に亘るときは時々ボルトナットの締めつけを点検して下さい。

（６）



６．制御盤とリード線の接続

レールに検知器の取付と配線が終わったら、AC100Ｖコネクターを電源に接続します。

制 御 盤 上 の コ ネ ク タ ー の 取 り 扱 い

下 り 検 知 下 り 停 止 上 り 検 知 上 り 停 止

上り下り共 コネクターで コネクターで コネクターで コネクターで

H T K ー 検知器使用 検知器を接続 検知器を接続 検知器を接続 検知器を接続

3 N A 型 ※ 上りのみ ダミーコネクターダミーコネクターダミーコネクター ダミーコネクター

検知器使用 使 用 使 用 で検知器を接続 で検知器を接続

検知器使用別

検知器使用 使 用 使 用 で検知器を接続 で検知器を接続

上り下り共 コネクターで ダミーコネクター コネクターで ダミーコネクター

Ｈ Ｔ Ｋ － 検知器使用 検知器を接続 使 用 検知器を接続 使 用

3 N B 型 ※ 上りのみ ダミーコネクターダミーコネクター コネクターで ダミーコネクター

検知器使用 使 用 使 用 検知器を接続 使 用

第１４図
注意 ※ １ 下りのみ使用の場合は、コネクターの使用は逆になります。

２ ダミーコネクターを使用しないと、正常な動作をしなくなります。

７．制御盤の操作 （第１３図参照）
１）電源の入れ方

電源スィツチ①を入れる事により、電源ランプ②が点き（バッテリー使用のみの場合は点き
ません。）電圧メータ③が１２Ｖ以上振れます。

２）警報時間の調整 （ＨＴＫ－３ＮＢ型）
イ．上り、下り共タイマーツマミ⑦で調整します。右に廻すと時間が長くなり、レバー⑤を標準イ．上り、下り共タイマーツマミ⑦で調整します。右に廻すと時間が長くなり、レバー⑤を標準

側で 上り、下り各々８～５７秒で調整ができます。レバー⑤を８倍（上側）に倒すと更に設
定時 間が８倍にな ります。（６４～４６５秒）

ロ． ＨＴＫ－３ＮＡ型の場合は停止検知器で警音が停止しますが、この場合警報時間の設定
は列車が 接近検知器上を通過して停止検知器に至る時間より長めに設定しておいて下
さ い。（停止検知器が優先して働きます。）

３）音量調整
イ．音量調整ツマミ➃ で調整します。右に廻すと音が大きくなり、左側いっぱいで消音できま

す。
ロ．制御盤の上り、下り表示LED及びブザー⑩で列車の接近確認ができます。又付属の小

さなマイナスドライバーで音量調整ができ、右側に廻すと音が大きくなり、左側で小さく
なりますが消音はできスドラませ ん。（上りの音と点滅は速く、下りは遅くなっています。）

４）複線、単線切替スィツチ
イ．通常使用の場合上り、下り複線、単線切り替えレバー⑧を使用条件側に倒し合わせます

（８）



ヒューズ (5A)
POWER LED

CHARGE LED サーキットブレーカ

充 電 器
蓄 電 池 箱

ポケット

９）充電の方法 （写真 １）
イ．電源プラグを家庭用ＡＣ１００Ｖコンセントに差し込んで下さい。
ロ．充電器の出力ジヤックへ蓄電池を接続します。
ハ．電源スイッチをＯＮにして下さい。充電が始まります。
二．充電が進行し、ほぼ満充電状態に近ずくと、ＣＨＡＧＥ ＵＰ ＬＥＤが点灯します。
ホ．充電が完了するとＰＯＷＥＲ ＬＥＤが消灯しますので、電源スイッチをＯＦＦにして下さい。
へ．充電が終わりましたら、充電器の出力ジヤックより蓄電池を外し、電源プラグをコンセ

ントより抜いて下さい。

充電状態 POWER LED CHARGE UP LED

写真 １ 写真 ２
電源スイッチ

充電時は充電器の出力ジヤックへ

充電状態 POWER LED CHARGE UP LED

本体停止状態 ― ―

初期充電中 ○ ―

※充電休止中 ― ―

定電圧充電中 ○ ○

満充電完了 ― ○

○ 印 点 灯
― 印 消 灯― 印 消 灯

（１０）







制 御 盤 動 作 チ エ ッ ク 方 法

電源スイッチ➀ をＯＮにする
ＹＥＳ

電圧メーター➂ １２Ｖ指示 ＮＯ ◆バッテリー電圧確認
（バッテリーのみ使用時） ◆電池ブレーカ⑯確認

ＹＥＳ
電圧メーター➂ １２Ｖ指示 ＮＯ ◆ＡＣ電源確認
電源ランプ➁ 緑色点灯 ◆ヒューズ⑭確認
（ＡＣ１００Ｖ使用時）

ＹＥＳ
上り、下りランプ➉ 消灯 ＮＯ ◆短絡⑫点灯ケーブル短絡、検知器不良
警音、回転灯等消灯 ケーブル断線、検知器脱落、検知器不良

検知ブレーカ⑲確認
◆電圧低下⑨バッテリー電圧確認、電池ブレーカ⑯確認

点灯 ＡＣ電源確認、ヒューズ⑭確認

列車が鳴動検知器を通過後 ＮＯ ◆音量調整➃ ボリームが右側に上がっていない
スピーカより警音、回転灯等 ◆スピーカ端子⑳が入ってない
が鳴動する ◆スピーカ、ケーブル不良

◆スピーカ本体不良
◆鳴動検知器が検知レベルより下がっている
◆鳴動検知器がカーブ時内軌側に付いている
◆単線、複線切り換えスイッチ⑧が正常でない
◆回転灯リレーＢＯＸのブレーカが入っていない

列車が停止検知器を通過後 ＮＯ ◆停止検知器が検知レベルより下がっている
スピーカより警音、回転灯等 ◆停止検知器がカーブ時内軌側に付いている
が鳴動停止する ★列車が停止検知器を通過前に鳴り止まる

◆タイマーボリーム⑦が短い
◆タイマー時間８倍切り換えスイッチ⑤が標準側

になっている
正 常

◆断線⑬点灯

ＹＥＳ

★検出器⑪４コのランプのいずれか点灯の場合不良

対 処

ＹＥＳ

➀

⑩

➁

➂

➃

⑤⑥⑦⑧

⑨

⑪

⑬

⑭

⑫

⑯ ⑲

⑳⑱⑰⑮
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